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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第３四半期累計期間
第29期

第３四半期累計期間
第28期

会計期間
自平成25年10月１日
至平成26年６月30日

自平成26年10月１日
至平成27年６月30日

自平成25年10月１日
至平成26年９月30日

売上高 （千円） 1,317,669 1,766,545 1,829,650

経常利益 （千円） 318,618 470,311 479,676

四半期（当期）純利益 （千円） 188,650 293,882 284,664

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 326,625 326,625 326,625

発行済株式総数 （株） 4,090,000 4,090,000 4,090,000

純資産額 （千円） 2,548,564 2,109,012 2,644,578

総資産額 （千円） 3,305,769 3,065,989 3,526,340

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 46.58 77.26 70.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 10 18 25

自己資本比率 （％） 77.1 68.8 75.0

 

回次
第28期

第３四半期会計期間
第29期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.34 24.31

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び子会社）が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

　当第３四半期累計期間（平成26年10月１日から平成27年６月30日の９ヶ月間）におけるわが国経済については、

円安と株価の上昇基調は変わらず、生産や個人消費を中心に順調に景気回復が続いています。

　このような景気回復を受けて、当社の主要な販売先である金融機関におきましては、全国の銀行貸出残高が46ヶ

月連続して前年同月比増加しており、資金需要は伸びています。金融機関の平成26年度の決算を見ても経常利益は

６年連続して増益となっており、設備投資に対する意欲も改善していると見られます。

　当第３四半期累計期間の売上高につきましては、「システム事業」は、システム開発に係る「システムインテグ

レーション部門」が前年同期比著しく伸び、システムのメンテナンスを行う「システムサポート部門」も増収と

なったことから、全体でも前年同期比大幅増収となりました。営業利益につきましては、「システムインテグレー

ション部門」における大型案件開発に伴い、デジタル地図等の材料費増加や外注費増加など製造原価の増加はあっ

たものの、前年同期比大幅増益となりました。

　「不動産賃貸事業」につきましては、平成26年12月に新たな賃貸用不動産を購入し、賃貸収入を計上している売

上高は前年同期比増収となっております。しかしながら、不動産購入に係る一時的経費増があり営業利益は前年同

期比減益となっております。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は1,766,545千円（前年同期比34.1％増）、営業利益は491,898千円

（同54.8％増）、経常利益は470,311千円（同47.6％増）、四半期純利益は293,882千円（同55.8％増）となりまし

た。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①システム事業

「システムインテグレーション部門」

　「担保不動産評価管理システム」は大手金融機関、地方銀行をはじめ信用金庫まで幅広く、かつ大型案件を受注

し、売上高を計上したため前年同期比著しい増収となりました。また「法人格付システム」、「決算書リーディン

グシステム」、「契約書作成支援システム」なども地方銀行や信用金庫を中心に売上げ、前年同期比大幅増収と

なったほか、「反社会的勢力情報チェックシステム」は信用組合を中心に多数の納品を行いました。

　以上の結果、システムインテグレーション部門の売上高は、984,686千円（前年同期比79.2％増）、セグメント

内の売上高構成比は58.4％となりました。

「システムサポート部門」

　多数のシステム導入によりメンテナンスの売上高は前年同期比増収となり、代行入力の減収をカバーし全体とし

てシステムサポート部門の売上高は、702,568千円（前年同期比1.2％増）、セグメント内の売上高構成比は41.6％

となりました。

　以上の結果、システム事業の売上高は、1,687,254千円（前年同期比35.7％増）、セグメント利益は484,267千円

（同56.7％増）となりました。

②不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業は、平成26年12月に新たに賃貸用不動産を購入し、賃貸マンション１棟、立体駐車場１棟、賃貸

オフィス１棟及び賃貸店舗１件の計４物件となり、不動産賃貸事業の売上高は79,291千円（前年同期比7.1％

増）、セグメント利益は7,630千円（同10.5％減）となりました。前年同期比減益となった理由は、不動産購入に

係る一時的経費増によるものです。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、8,004千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,360,000

計 16,360,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,090,000 4,090,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 4,090,000 4,090,000 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（4）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
　 (株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 4,090,000 － 326,625 － 365,175

 

（6）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（7）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

EDINET提出書類

株式会社　情報企画(E05340)

四半期報告書

 4/13



①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 740,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,349,600 33,496 －

単元未満株式 普通株式 400 － －

発行済株式総数 4,090,000 － －

総株主の議決権 － 33,496 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社情報企画
　大阪市中央区安土町

　二丁目３番13号
740,000 － 740,000 18.09

計 － 740,000 － 740,000 18.09

（注）当社は、平成27年２月３日から平成27年３月３日までの間に行われた当社株式に対する公開買付けにより、第２四

半期会計期間中において、当社普通株式700,000株を取得いたしました。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年10月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,773,511 1,004,719

売掛金 396,219 361,520

仕掛品 44,655 24,740

繰延税金資産 28,750 17,365

未収収益 2,912 7,043

その他 9,850 11,884

流動資産合計 2,255,898 1,427,273

固定資産   

有形固定資産   

建物 723,703 785,802

減価償却累計額 △75,234 △99,217

建物（純額） 648,469 686,585

構築物 4,205 4,205

減価償却累計額 △922 △1,370

構築物（純額） 3,283 2,835

機械及び装置 75,054 75,054

減価償却累計額 △29,160 △40,622

機械及び装置（純額） 45,894 34,431

工具、器具及び備品 58,509 58,017

減価償却累計額 △54,028 △54,123

工具、器具及び備品（純額） 4,481 3,894

土地 463,744 807,318

有形固定資産合計 1,165,873 1,535,065

無形固定資産   

ソフトウエア 12,158 15,039

その他 1,116 1,116

無形固定資産合計 13,274 16,155

投資その他の資産   

関係会社株式 10,000 10,000

繰延税金資産 14,393 9,982

会員権 20,650 20,650

差入保証金 46,249 44,862

その他 － 2,000

投資その他の資産合計 91,293 87,494

固定資産合計 1,270,442 1,638,715

資産合計 3,526,340 3,065,989
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 43,353 46,905

未払金 69,957 156,999

未払消費税等 68,982 29,764

未払法人税等 112,502 92,993

前受収益 298,275 307,059

賞与引当金 54,989 22,080

製品保証引当金 2,571 949

受注損失引当金 － 1,291

その他 7,847 17,329

流動負債合計 658,481 675,374

固定負債   

役員退職慰労引当金 216,805 229,016

長期預り保証金 6,475 52,585

固定負債合計 223,280 281,601

負債合計 881,762 956,976

純資産の部   

株主資本   

資本金 326,625 326,625

資本剰余金   

資本準備金 365,175 365,175

資本剰余金合計 365,175 365,175

利益剰余金   

利益準備金 1,816 1,816

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 2,006,512 2,179,346

利益剰余金合計 2,008,328 2,181,162

自己株式 △55,550 △763,950

株主資本合計 2,644,578 2,109,012

純資産合計 2,644,578 2,109,012

負債純資産合計 3,526,340 3,065,989
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 1,317,669 1,766,545

売上原価 609,883 881,387

売上総利益 707,785 885,158

販売費及び一般管理費 390,123 393,260

営業利益 317,662 491,898

営業外収益   

受取利息 420 330

還付加算金 276 －

未払配当金除斥益 260 170

その他 － 18

営業外収益合計 956 519

営業外費用   

自己株式取得費用 － 22,105

営業外費用合計 － 22,105

経常利益 318,618 470,311

特別損失   

固定資産除売却損 1 －

ゴルフ会員権評価損 264 －

特別損失合計 265 －

税引前四半期純利益 318,353 470,311

法人税、住民税及び事業税 81,825 160,634

法人税等調整額 47,877 15,795

法人税等合計 129,702 176,429

四半期純利益 188,650 293,882
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 47,366千円 43,156千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月19日

定時株主総会
普通株式 40,500 1,000 平成25年９月30日 平成25年12月20日 利益剰余金

平成26年５月９日

取締役会
普通株式 40,499 10 平成26年３月31日 平成26年６月６日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月18日

定時株主総会
普通株式 60,748 15 平成26年９月30日 平成26年12月19日 利益剰余金

平成27年５月11日

取締役会
普通株式 60,298 18 平成27年３月31日 平成27年６月８日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成27年２月２日開催の取締役会決議に基づき、自己株式700,000株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期累計期間において自己株式が708,400千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株式が

763,950千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 システム事業 不動産賃貸事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 1,243,653 74,015 1,317,669

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － －

計 1,243,653 74,015 1,317,669

セグメント利益 309,135 8,526 317,662

　（注）各報告セグメントにおける利益は、営業利益を使用しております。
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 システム事業 不動産賃貸事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 1,687,254 79,291 1,766,545

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － －

計 1,687,254 79,291 1,766,545

セグメント利益 484,267 7,630 491,898

　（注）各報告セグメントにおける利益は、営業利益を使用しております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 46円58銭 77円26銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 188,650 293,882

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 188,650 293,882

普通株式の期中平均株式数（株） 4,049,947 3,803,772

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成27年５月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 配当金の総額‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥60,298千円

(ロ) １株当たりの金額‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日‥‥‥平成27年６月８日

 (注) 平成27年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月11日

株式会社情報企画

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西原　健二　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 前川　英樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社情報企

画の平成26年10月１日から平成27年９月30日までの第29期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年10月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社情報企画の平成27年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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